
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 国語 ポイント 名前

慣用句 月 日

まとめ 慣用句 慣用句 標準

① 体の部分を使った慣用句から覚える　② 意味は、元の言葉どおりでないことをつかむ　③ 文の中で
使い分ける

例

(1) 体の部分を使う慣用句

顔が広い … 知り合いが多い

耳をすます … 注意して聞こうとする

鼻が高い … 得意になる

手を焼く … あつかいにこまる

慣用句 意味のめやす

顔が広い 知り合い多い

耳をすます 注意して聞く

鼻が高い 得意になる

手を焼く こまる

体の部分は、動作や気持ちの意味になる。実際の

体の話ではない

(2) 体以外を使う慣用句

油を売る … むだ話をして、なまける

猫の手も借りたい … とてもいそがしい

水に流す … 過去のもめごとを、なかったことにす

る

慣用句 意味のめやす

油を売る なまける

猫の手も借りたい いそがしい

水に流す 許す

動物や物を使った慣用句は、場面の絵で思い出す

(3) 意味が近い慣用句は、使う場面でちがいを言う

手を焼く … あつかいにこまる(相手が思うように

ならない)

手に余る … 自分の力ではどうにもならない

近い語 ちがい

手を焼く 相手に困る

手に余る 力が足りない

文の前後に「相手」「自分の力」などの手がかりが

ないか確かめて、選ぶ
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